
第285回 さよなら原発金曜行動
３月２日(金)、さよなら原発金曜行動は285

回を重ねました。この日は、「3.11さよなら

原発！北九州集会」の宣伝を行いました。リ

レートークは、深江事務局長、棚次代表、高

瀬県議が、それぞれに訴えました。署名にも

足を止めて協力してく

ださる市民があちこち

で見られました。北九

州連絡会のさよなら原

発金曜行動は、とどま

ることなくさらに続く。

北九州憲法共同センターが

３０００万人署名行動
３月３日(土)、11：00～12：00 小倉駅前

で、北九州憲法共同センターが3000万人署名

の宣伝行動をしました。27人参加で74筆の署

名が集まりました。前田

憲徳弁護士（共同センター

代表）を筆頭に、熱くマ

イクでリレートーク。あ

ちこちで署名に協力して

いただきました。

「地域創生学」創刊記念シンポジウム

～地域創生を問い直す～
３月３日(土)、北九州市立大学Ａ101は、特

別大教室ですが、参加者はまばらでした。

４人のパネラーが以下のように基調講演をし

た後、シンポジュウムがありました。

それぞれの主張には、興味深い示唆もあり、

地域創生を問い直す良いシンポでした。

○金子勇氏(神戸学院大学現代社会学部教授)

地方日本の創生 「まち・ひと・仕事」の

融合に向けて

○山崎朗氏(中央大学大学院経済研究科教授)

地域創生の新しいデザイン

○佐々木昌二氏(前国土交通省国土交通政策研

究所長)

人口減少の社会に相応しい地域活性化手法

の今後の方向性について

○西田心平氏(北九州市立大学地域創生学群准

教授)

北九州の現実から｢地域創生｣を位置づける

第２４回 平和のための戦争展in北九州

～第１回実行委員会開催～
３月６日(火)、2018年「戦争展」第１回実行

委員会が開かれ、おおよその企画を決めまし

た。平和をまもるか、戦争する国にするか歴

史の岐路で、８月17日・18日、黒崎コムシティ

で開催されます。両日とも、

黒崎市民ギャラリーでは、

戦争に関わる展示をし、コー

ヒーを飲みＤＶＤ観賞もで

きるようにします。

17日 13：00 開会、うたごえの後、望月

衣塑子氏の記念講演。

18日 13：00 青年の主張と語り部

第２回実行委員会 ４月１８日(水)18：30

生涯学習総合センター

市職労「退職者をはげます会」
３月９日（金）、64人の退職者をはげます集

いが、リーガロイヤルホテルでありました。

第１部で、退職者お一人お一人に感謝状が贈

呈されました。退職者を代表して前田由美子

さんが、市職労とのかかわりの個人史を涙な

がらに語られました。

第２部は、賑やかな催し物。①一般評議会

②調理員部会 ③保育所部会 ④女性部 ⑤

学職労がそれぞれに力作を

披露しました。最後は団結

ガンバローを大合唱。風船

のアーチをつくり退職者を

送り出しました。

さよなら原発！3・11北九州集会
３月11日(日)、好天の下、｢さよなら原発！3・

11北九州集会｣が開かれ、三萩野公園に1500人

が参集しました。オープニングは、北九州う
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たごえ連絡会。

集会冒頭、全員で黙祷。

棚次奎介氏（代表世話

人）の主催者挨拶のあ

と、原発事故避難者の

齋藤直志氏が「原発にすべてを奪われて」を

語りました。

各団体からの挨拶は、エ

フコープ生活協同組合／

あらかぶさんを支える会・

北九州／グリーンコープ

生活協同組合ふくおか／

関門港湾労働組合協議会／健和看護学院。最

後に集会宣言を採択しました。

集会後、小倉駅までデモ行進
ニュースカーから、明るい声が響く。｢今日

私たちは、2011年３月の福島原発事故から７

年目の本日、小倉北区の三萩野公園で、『核

エネルギーより自然エネルギーをえらびたい』

をスローガンに、1500人の労働者・市民、商

工業者や弁護士などが集まり、｢さよなら原発

3. 1 1北九州集会｣を

開きました。さらに

シュプレヒコール。

｢すべての原発今すぐ

とめろ｣｢リスクの多

い原発をやめ自然エ

ネルギーへの転換を！｣

と叫びながら小倉駅まで、たくさんののぼり

旗や横断幕などをかかげ行進しました。多く

の市民の方が共感の拍手や手振りで賛同の意

志を示し、元気をもらいました。

「安倍９条改憲ＮＯ！3000万署名実行委員会」

開催
３月12日(火)、上記実行委員会が開催され

ました。各区の取り組み状況や市民団体の署

名数などをそれぞれ報告し合い、現状の課題

を話し合いました。現在の署名集計は、市内

で、3万5000筆程度しか集められていません。

総当りで署名を呼びか

けることを確認しまし

た。その他の決定事項

として、以下のように

なりました。

※地域ローラーに使う 統一のチラシをつく

る。

※二つのスローガンで、二つの横断幕をつく

る。

一つは、｢権力を縛るための憲法を、権力者

が変えようとしている現実｣

※「北九州憲法フェスタ」は、10時～14時

パレードをやめ、フェスタに相応しいもの

に企画再考。

※映画「恵庭事件」を平和ネットとして後援

する。

今後の会議日程

３月29日(木)18：30憲法フェスタ実行委員会

生涯学習総合センターＢ会議室

４月９日(月）18：30憲法フェスタ実行委員会

と3000万署名実行委員会合同

生涯学習総合センターＡ会議室

4月23日(月)18：30 3000万署名実行委員会

19：00憲法フェスタ実行委員会

生涯学習総合センター

「公共施設利用料値上げ反対」陳情署名簿

（第1次分）を提出
３月13日(火)、議会陳情申し込み締め切り

日の本日、「平和とくらしを守る北九州市民

の会」が取り組んできました陳情署名（第1次

分）を議会事務局に提出しました。第1次分署

名数は、3090筆。北九州市議会議長（井上秀

作議員）宛に、「プール、体育館、生涯学習

施設など使用料の値上げ中止を求める陳情署

名」として以下の2項目の実現をもとめました。

１、公共施設使用料の値上げは中止すること。

２、年長者施設利用の無料から有料化計画は

撤回すること。

議会陳述は、６月議会前になりそうですが、

引き続き署名活動に精力的に取り組んでいた

だき、市民の利用料値上げ反対の切実な声を

議会に届け、市民要求を実現させましょう。
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さよなら原発金曜行動

18：00～19：00

小倉駅デッキ
3月16日、3月23日

3月30日、4月6日

＜当面の日程＞
03/15 Thu 「みんなの小倉タイムスを支援する会」総会

18：30 北方市民センター

03/16 Fri ・287回さよなら原発金曜行動

18：00～19：00 小倉駅デッキ

・ＪＳＡ北九州分会例会

中西正之氏「日本のエネルギー基本計画の検討」

18：00～20：00 西小倉市民センター


